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い
。
造
形
的
な
魅
力
に
加
え

て
、
人
間
を
感
じ
さ
せ
る
建

物
が
絵
に
な
る
。建
て
た
人
、

守
っ
て
き
た
人
、
そ
こ
に
暮

ら
す
、ま
た
通
り
過
ぎ
た
人
、

そ
う
い
う
人
々
の
魂
の
よ
う

な
も
の
が
建
物
を
絵
に
な
る

存
在
に
す
る
。

　
葉
山
一
色
郵
便
局
は
国
道

沿
い
に
建
つ
洒
落
た
建
造

物
。
背
景
に
大
き
な
建
物
は

な
く
、
高
い
空
が
似
合
う
。

開
局
は
明
治
、
す
で
に
百
年

以
上
を
葉
山
の
シ
ン
ボ
ル
と

し
て
建
ち
続
け
て
い
る
、
絵

に
な
る
建
物
だ
。

　
水
彩
　
31
×
41
㎝

　
絵
に
な
る
建
物
と
い
う
も

の
が
あ
る
。
立
派
だ
か
ら
絵

72

「
一
色
郵
便
局
」

黒
川
　明

　
葉
山
町
が
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
達
成

の
た
め
に
町
民
や
事
業
者
と

連
携
し
て
推
進
す
る
「
は
や

ま
エ
シ
カ
ル
ア
ク
シ
ョ
ン
」。

自
然
環
境
や
人
・
社
会
、
地

域
を
思
い
や
る
行
動
を
産
官

民
の
協
働
で
進
め
る
取
り
組

み
は
「
は
や
ま
ク
リ
ー
ン
プ

ロ
グ
ラ
ム
」
の
一
環
と
し
て

昨
年
６
月
か
ら
始
ま
っ
て
い

る
。

　「
倫
理
的
な
」
と
い
う
意

味
の
「
エ
シ
カ
ル
」
の
概
念

は
、
持
続
可
能
な
社
会
を
実

現
さ
せ
る
た
め
の
企
業
や
個

人
の
行
動
項
目
を
示
し
、
町

は
「
は
や
ま
エ
シ
カ
ル
ア
ク

シ
ョ
ン
」
に
賛
同
す
る
事
業

者
・
団
体
の
う
ち
29
の
団
体

を
「
は
や
ま
エ
シ
カ
ル
パ
ー

ト
ナ
ー
」
と
し
て
登
録
。
そ

の
中
か
ら
14
団
体
が
参
加
す

エ
シ
カ
ル
な
葉
山
を
世
界
へ
発
信

漁
師
さ
ん
の
船
が
海
の
タ
ク
シ
ー
に

古
民
家
で
舞
踏
や
音
楽
と
コ
ラ
ボ

事
業
者
や
町
民
団
体
が
意
見
交
換

小
坪
漁
港
の
漁
師
と
逗
子
市
が
実
証
実
験

日
本
画
家
大
竹
正
芳
さ
ん

ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
親
睦
を
図

っ
た
。

　
２
０
０
９
年
か
ら
湘
南

国
際
村
め
ぐ
り
の
森
で
約

7
万
本
の
植
樹
を
行
っ
て
き

た
「S

シ
ル
ワ

ilva

」
の
報
告
に
始
ま

り
、
64
年
前
の
上
皇
上
皇
后

陛
下
御
成
婚
記
念
に
町
民
に

配
ら
れ
た
苗
木
か
ら
育
っ
た

夏
み
か
ん
の
活
用
に
取
り
組

む
「
葉
山
夏
み
か
ん
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
」、
す
べ
て
の
子
ど

も
が
自
分
ら
し
く
生
き
ら
れ

る
社
会
を
目
指
し
た
「
発
達

サ
ポ
ー
タ
ー
講
座
」
の
開
講

で
２
０
０
人
以
上
の
実
績
を

も
つ
「
わ
か
り
・
あ
」、
環

境
課
と
協
働
で
ご
み
問
題
に

取
り
組
む
「
Ｏ
Ｋ
！
ゼ
ロ
ウ

エ
ィ
ス
ト
」
な
ど
の
発
表
が

続
き
、
社
会
福
祉
法
人
と
共

に
菓
子
の
製
造
販
売
を
13
年

営
む
「
３
pm
・
さ
ん
じ
」
か

ら
は
、
個
性
や
多
様
性
を
打

ち
出
す
福
祉
事
業
所
と
の
協

に
な
る
と
い
う
訳
で
は
な

磯
焼
け
に
よ
る
漁
獲
量
の

減
少
や
そ
れ
に
伴
う
漁
師
の

収
入
減
に
対
す
る
所
得
向

上
、
漁
港
の
賑
わ
い
づ
く
り

を
目
的
と
し
、
渋
滞
の
な
い

海
の
ル
ー
ト
に
よ
る
交
通
手

段
や
遊
覧
と
し
て
漁
船
を
運

航
し
、
漁
の
な
い
時
間
帯
を

有
効
活
用
し
よ
う
と
し
て
い

る
。
逗
子
の
海
の
新
た
な
魅

力
発
見
に
つ
な
げ
よ
う
と
漁

師
た
ち
の
意
気
込
み
も
強

い
。

　
料
金
は
、
田
越
川
河
口
の

渚
マ
リ
ー
ナ
へ
の
片
道
（
10

分
）
が
千
円
、
小
坪
発
着
の

遊
覧
コ
ー
ス
（
30
分
）
は

２
千
円
で
一
隻
に
４
、５
人

が
乗
船
で
き
る
。

　
特
定
小
型
船
舶
操
縦
免
許

を
取
得
し
、
安
全
講
習
を
受

け
た
７
人
の
漁
師
が
「
小
坪

漁
師
タ
ク
シ
ー
チ
ー
ム
」
を

編
成
し
、
当
日
は
２
隻
の
船

が
初
め
て
の
運
航
日
を
迎
え

た
。

　
遊
覧
コ
ー
ス
に
乗
船
し
た

小
坪
在
住
の
50
代
夫
婦
は

「
滑
る
よ
う
に
海
上
を
走
る

船
の
乗
り
心
地
は
最
高
だ
っ

た
」。
９
歳
の
男
児
を
連
れ

た
親
子
は
「
20
年
来
小
坪
に

住
ん
で
い
る
が
海
か
ら
の
景

色
を
見
た
の
は
初
め
て
」
と

新
鮮
な
感
動
を
共
有
し
て
い

た
。

　
市
は
来
年
に
は
事
業
と
し

て
の
運
用
開
始
を
目
指
し
て

お
り
、
小
坪
漁
業
協
同
組
合

の
嶋
六む

つ
み三

さ
ん
（
76
）
は
「
普

段
な
か
な
か
で
き
な
い
海
か

ら
逗
子
を
見
る
体
験
を
市
民

の
方
に
お
勧
め
し
た
い
。
将

来
的
に
は
藤
沢
の
片
瀬
や
葉

山
の
真
名
瀬
な
ど
と
も
往
復

で
き
る
よ
う
な
便
が
で
き
れ

ば
各
漁
協
と
の
協
力
関
係
で

さ
ら
に
効
果
が
広
が
る
の
で

は
」
と
期
待
を
膨
ら
ま
せ
て

い
た
。
　
　
　
　
　
　（
Ｋ
）

働
製
造
や
、
地
域
の
生
産
者

と
つ
な
が
る
こ
と
の
強
み
が

ア
ピ
ー
ル
さ
れ
た
。

　
５
団
体
の
活
動
報
告
の
後

は
、
３
班
に
分
か
れ
て
「
エ

シ
カ
ル
消
費
」
を
テ
ー
マ
に

持
続
可
能
な
社
会
の
た
め
の

消
費
行
動
に
つ
い
て
意
見
交

換
が
行
わ
れ
た
。

　
参
加
者
か
ら
「
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
の
容
器
包
装
が
多
す
ぎ

る
が
、
製
造
者
の
立
場
で
は

食
品
包
装
な
ど
衛
生
面
で
ど

う
し
て
も
使
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
も
の
も
あ
る
」「
子

ど
も
へ
の
教
育
が
重
要
」「
安

さ
だ
け
で
は
な
い
価
値
を
買

う
こ
と
が
葉
山
ブ
ラ
ン
ド
」

「
人
と
人
と
の
接
点
が
近
い

こ
の
町
な
ら
ば
他
よ
り
も
エ

シ
カ
ル
を
発
信
し
て
い
く
力

が
あ
る
の
で
は
？
」
な
ど
の

意
見
が
集
ま
っ
た
。

　
今
後
も
オ
フ
会
や
毎
年
3

月
に
開
催
を
予
定
し
て
い
る

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
軸
に
葉
山

発
の
エ
シ
カ
ル
ア
ク
シ
ョ
ン

を
通
し
て
「
環
境
の
町
葉
山
」

を
世
界
へ
発
信
し
て
い
く
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
Ｋ
）

第
１
回
は
や
ま
エ
シ
カ
ル
パ
ー
ト
ナ
ー
オ
フ
会

作
品
の
前
で
大
竹
さ
ん

る
初
め
て

の
「
オ
フ

会
」
が
10

月
24
日
町

教
育
総
合

セ
ン
タ
ー

で
行
わ

れ
、
お
互

い
の
活
動

報
告
や
グ

　
小
坪
漁
港
の
漁
師
と
逗

子
市
に
よ
る
「
小
坪
漁
師

タ
ク
シ
ー
」
の
実
証
実
験

が
11
月
３
日
に
実
施
さ

れ
、
48
人
が
小
坪
漁
港
か

ら
田
越
川
河
口
の
渚
マ
リ

ー
ナ
へ
の
直
行
便
や
、
逗

子
湾
～
葉
山
沖
の
名
島
を

巡
る
遊
覧
コ
ー
ス
を
楽
し

ん
だ
＝
写
真
。

　
今
回
の
実
証
実
験
は
、

　
鎌
倉
在
住
の
日
本
画
家
・

大
竹
正
芳
さ
ん
が
龍
寶
寺
境

内
の
旧
石
井
家
古
民
家
で
開

い
た
「
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
（
提

携
）
と
シ
ナ
ジ
ー
（
相
乗
効

果
）
展
」
期
間
中
の
11
月

11
・
12
の
両
日
、
公
演
が
行

わ
れ
た
＝
写
真
。

　
こ
の
古
民
家
は
、
江
戸
時

代
初
期
の
民
家
を
移
築
し
た

も
の
で
国
の
重
要
文
化
財
に

指
定
さ
れ
て
い
る
。
古
民
家

の
内
装
に
合
わ
せ
て
大
竹
さ

ん
の
ウ
サ
ギ
や
鯉
、
バ
ラ
や

コ
ス
モ
ス
な
ど
の
日
本
画
が

飾
ら
れ
、
木
の
枝
の
額
の
中

に
、
和
紙
に
描
か
れ
た

詩
（
池
吉
乃
さ
ん
作
）

も
あ
っ
た
。
そ
の
中
で

ダ
ン
ス
や
音
楽
の
パ
フ

ォ
ー
マ
ン
ス
が
繰
り
広
げ
ら

れ
、
独
特
の
雰
囲
気
を
醸
し

出
し
た
。

　
大
竹
さ
ん
は
「
そ
れ
ぞ
れ

異
な
っ
た
ジ
ャ
ン
ル
と
合

わ
せ
て
相
乗
効
果
を
演
出
し

た
」
と
話
し
て
い
た
。

　
10
月
か
ら
12
月
ま
で
行
わ

れ
て
い
る
「
鎌
倉
芸
術
祭
」

の
一
環
。（
６
面
に
ご
案
内
）

▼鎌倉駅東口イルミネーション
　12月1日～2月14日16～24時。鎌倉駅東口ロータリー
～若宮大路周辺。鎌倉表参道商店会　
▼長谷寺紅葉ライトアップ
　12 月 3 日まで、日没～ 18 時半。拝観料 400 円。
長谷寺☎ 22・6300
▼大船フラワーセンター　夜間ライトアップ
　12 月 16 日 20 時閉園、17 日 19 時半閉園。園内各所。
入園料 400 円 ☎ 46・2188
▼湘南江ノ島駅イルミネーション
　2 月 29 日まで、終日。湘南江の島駅館内。
湘南モノレール☎ 45・3181
▼湘南の宝石 （江の島島内各所。シーキャンドル、サムエ
ル・コッキング苑、岩屋は入場料別）
  2月29日まで、平日・年末年始17時～20時。土日祝・12
月22日～30日17時～21時。（1月6日～2月29日は点灯
17時半～）☎ 0466・25・3525
▼新江ノ島水族館　ジュエリウム
　2 月 29 日まで。開館～ 21 時。☎ 0466・29・9960
▼テラスモール湘南　Terrace Mall Shonan Xmas 
Illumination 2023（JR 辻堂駅）
　12 月 25 日まで、17 ～ 23 時。☎ 0466・38・1000
▼東逗子イルミネーション 2023
　1 月 31 日まで、日没～ 22 時。東逗子駅前ふれあい広場。
逗子市商工会☎ 046-873-2774

冬を彩るイルミネーション


